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１ はじめに

福島県では、2004年から有機栽培の導入を推進し

ている。2005年より開始した有機栽培による夏秋キ

ュウリの安定生産技術開発試験では、県内でアブラ

ムシが媒介するウイルスが原因で発生する急性萎凋

症の対策として考案された防虫ネット被覆栽培技術
１）を活用し、有効性を確認している３）。しかし、防

虫ネットによる被覆は、初期のアブラムシ類の飛来

を抑制するものの、いったんアブラムシ類がハウス

内に侵入すると増殖が早く、キュウリに大きな被害

を与える。この対策としてアブラムシの天敵コレマ

ンアブラバチを放飼したが、夏秋作型では効果が不

安定であった。そこで、持続的な天敵の利用を図る

ため、バンカー法２）を導入、改良してアブラムシ防

除法を組み立てたので報告する。

２ 試験方法

(1)試験場所

農業総合センター有機栽培試験圃場

(2)耕種概要

栽植密度：株間 80cm 畦間 160cm（78株/a）
施肥：有機質肥料(ナタネ粕、鶏糞など)による施

肥

病害虫防除：病害虫の発生に応じて有機農産物の

ＪＡＳ規格で認められた資材を散布（無機銅剤、

脂肪酸グリセリド乳剤など）

防虫ネットの目合い：0.4mm

着果促進：ミツバチ放飼

(3)防虫ネット被覆と天敵の放飼(2006年)
露地で栽培した区（露地区）と防虫ネットで被覆

したハウス（以下、「ネットハウス」という）内に

天敵（コレマンアブラバチ製剤）を放飼した区（防

虫ネット＋天敵区）を設けた。

(4)定期的なバンカーの供給(2007年)
コムギを菊鉢に播種、防虫ネットで覆い 10 日後

にムギクビレアブラムシを放飼してバンカーとし

た。これを定期的（２週間に１回）にネットハウス

内に供給し、天敵の持続的な利用を試みた。

(5)バンカー管理の改良(2008年)
初期の供給量の増加、面的な配置、遮光及び雨よ

けによる保護など、バンカーの管理を改良し、天敵

が栽培期間を通して機能するよう圃場試験を実施し

た（表１）。

(6)調査方法

1 株５葉、１区 10 株、計 50 葉を調査し、アブラ

ムシ類の個体数、コレマンアブラバチのマミー数、

その他の天敵の個体数を計測した。

３ 試験結果及び考察

(1)防虫ネット被覆と天敵の放飼の効果

防虫ネット＋天敵区は、露地区が６月中旬から多

発していたのに比べ７月下旬まで40日～50日程度発

生を抑制した（図１）。しかし、８月に入り被害が

拡大し、天敵を追加放飼したが、８月後半には露地

同様に草勢低下と果実品質の低下で収穫できなくな

った。ネットハウス内のマミーの発生は、アブラム

シの増加期以降も少なかった（図２）。露地に比べ 7
月下旬までのアブラムシ発生が少ないのは、主に防

虫ネット被覆による飛び込みの抑制と思われ、天敵

のコレマンアブラバチによる防除効果は低かったと

考えられる。

(2)定期的なバンカー供給の効果

天敵を維持できる環境を整えるため、定期的なバ

ンカーを供給したものの、８月中旬以降アブラムシ

類の被害が拡大した（図３）。マミーも期間を通じ

て数頭程度しか観察されなかった（データ省略）。

これは、バンカーとして供給したコムギ上にえさと

なるムギクビレアブラムシの増殖が少なく、これに

伴いコレマンアブラバチが生息できなかったためと

みられた（バンカー上の新たなマミーで観察）。ま

た、夏秋作型では、天敵放飼時期が梅雨などで降雨

が多い、あるいは日射が強いことが原因と考えられ

た。

(3)バンカー管理の改良

管理の改良は、バンカーの導入初期にムギクビレ

アブラムシを増殖させ、コレマンアブラバチを維持

定着させるのがねらいである。その結果、栽培期間

を通してアブラムシ類のキュウリへの寄生を１葉あ

たり３頭以内に、10頭以上寄生葉率を５％以下に抑

制し、キュウリの生育には被害がなかった（図４）。

この間７月上旬と８月上旬にマミーを観察してお

り、コレマンアブラバチが定着し、侵入したアブラ

ムシの増殖を抑制したと見られる（図５）。

４ まとめ

夏秋キュウリの有機栽培において、防虫ネット被

覆とアブラムシ類の天敵コレマンアブラバチの導入

により栽培期間を通じてアブラムシを抑制できた。
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コレマンアブラバチを利用する場合､効果の安定の

ためにバシカ一法を用いるとともに､バンカーを適

切に保護管理し､えさとなる代替宿主を導入初期か

ら積極的に増殖させることが必要である｡
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図1　防虫ネット被覆及び天敵放飼の
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表1　バンカー管理の改良

項目 弌ﾉ|x+X+ﾙ_ｹd��#��吋竰�改良前(2007年) 

バンカー植物(コム �7ﾈ6(6siJｴ､�*傀ｩ/i7烏ｩ'ZI]��ｩ>�,��ポット(直径24cm)4鉢2か所程度 

ギ)のW.蘭 兔ｨ�8,��ﾊIFH��#�ﾙ/i7��ｲ�

追加用バンカーの �6�4X5�.ﾘ*ｸ,��ｩw�,ﾈ鈷*"映�(�6ﾈ6"�施設の軒先でポットを防虫ネットで 

準備 �6x景'B�/��ﾘ*��9�h�皦/�孜�ﾊH8��招い代替宿主を育成､ムギ播種2週 

ギ播種1通関後(ムギは幼植物)に 亊Hﾎ2�8�4ﾘ,ﾉ�h支/�ｦﾙ]ｲ�,���,�r�

前に育成したバンカーからムギクビ ��ﾈ+X+ﾘ6�984ｨ�ｸ*�.x8�4ﾘ4�7(8ﾈ4�7b�
レアプラムシを-部移し株元に増殖 �8�8�5h/�自YH昏+X�Zｩ�ﾙ�(+x.�+�,b�

しはじめたことを確認 �/�ｦﾙzxﾊr�
バンカーの供給 �(�ｭH+(,h,��JｺI9h�,ﾙ�ﾘ-�,亊B�ｧYxｨ*ﾘｹ�ｲ�2週間ごとに1鉢(平均的に) 

バンカーの保雄 �6�4X5�>�(*傀ｩ/i7�/�f���5h�ｸ6x,R�ｸ�ﾏXｷ�-�畑.h*��プラスチックフィルムで雨よけ 

ハウス内の防虫 ネットの什切り �,�+R��ﾘ晴,ﾉO(-�ﾙ�-ﾘ/�vYDb��設置(アプラムシの飛び込み防止) 
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図4　バンカー改良によるアブラムシ抑制効果
上段:アプラムシ数､下段:10頭以上寄生菓率

注)アブラムシ数は1を加えて対数表示している
定植:5月26日､収穫期間‥6月28日～9月8日､天敵放飼(矢

印)‥ 6月10日､ 8月1日(各1,000頭/10a)､バンカー供給: 5月

29日､ 6月4日･10日･24日､ 7月1日･15日･29日､ 8月11日
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図5　バンカーの管理を改良した場合の

アブラバチによるマミーの発生状況

注)マミー数は50葉合計
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